
▼
今
月
２
日
（
水
）
に
福
島
県
人
事
委
員

会
は
、
県
議
会
と
県
知
事
に
対
し
、
県
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
を 

行
い
ま
し
た
（
以
下
「
県
人
勧
」
）
。 

▼
【
図
表
１
】
に
、
去
る
８
月
８
日

（
木
）
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧
告
（
以
下

「
国
人
勧
」
）
と
、
昨
年
の
県
人
勧
と
の 

 

比
較
を
載
せ
て
お
き
ま
し
た
。 
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学習の強化と交流で組織を強化しよう！ 

県
人
事
委
員
会
勧
告
の
概
要
と
特
徴
点 

民
間
と
の
較
差
２
・
80
％
、
初
任
給
・
若
年
層
に
重
点
を
置

き
つ
つ
全
級
・
全
号
給
改
定
！
一
時
金
０
・
15
月
分
増 

県人勧 

当面の日程 
■10月23日（水）  

○18:30～総支部単代会議 
（会津労働福祉会館） 
 

■10月24日（木）  

○10:00～連合福島年次大会 
（福島GP） 
 

■10月26日（土）  

○12:30～共済推進委員セミナー 
（福島GP ＆ WEB） 
 

■10月29日（火）  

○13:30～県公務員共闘決起集会 
（県庁東側広場） 

▼
今
号
機
関
紙
で
は
、
こ
れ
ら
の
比
較

や
、
県
人
勧
に
対
す
る
県
公
務
員
共
闘
会

議
（
以
下
「
公
務
員
共
闘
」
）
の
声
明
を

基
に
少
し
分
析
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
ま
ず
「
給
与
」
に
つ
い
て
で
す
。 

○
民
間
と
の
（
４
月
分
給
与
の
）
較
差
は

２
・
80
％
で
、
平
均
改
定
率
は
２
・
93
％

（
今
回
は
、
県
人
勧
に
平
均
改
定
率
の
記 

北
海
道
（
３
・
01
％
）
、
青
森
県
（
３
・

25
％
）
、
千
葉
県
（
３
・
30
％
）
、
奈
良

県
（
３
・
04
％
）
、
大
阪
府
（
３
・
13

％
）
、
鹿
児
島
県
３
・
15
％
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

▼
次
に
「
一
時
金
」
（
ボ
ー
ナ
ス
）
に
つ 

い
て
で
す
。 

○
民
間
の
支
給
状
況
等
を
踏
ま
え
、
年
間

４
・
45
月
を
、
４
・
60
月
に
す
る
と
い
う

勧
告
で
、
期
末
手
当
に
０
・
05
月
、
勤
勉

手
当
に
０
・
10
月
配
分
す
る
と
い
う
も
の 

で
す
。 

○
こ
れ
で
、
年
間
支
給
月
数
が
、
よ
う
や

く
国
に
並
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
点

に
関
し
て
公
務
員
共
闘
の
声
明
で
は
、

「
支
給
月
数
の
引
上
げ
が
国
を
上
回
る

０
・
15
月
と
な
り
、
実
に
18
年
ぶ
り
に
国

と
同
等
の
支
給
月
数
と
な
っ
た
こ
と
は

我
々
の
切
実
な
要
求
に
応
え
る
も
の
で
あ 

り
評
価
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

○
一
方
、
公
務
員
共
闘
の
声
明
で
は
、
次

の
点
に
つ
い
て
課
題
が
残
る
と
言
及
し
て 

い
ま
す
。 

【図表１】国・県人勧比較 

項 目 
2024 
県人勧 

2024 
国人勧 

2023 
県人勧 

[給与] 
民間との較差 

2.80％ 2.76％ 0.88％ 

[給与] 
平均改定率 

2.93％ 3.00％ 1.02％ 

[給与] 
改定方法 

○若年層に特に重点を
置きつつ、全ての号給
の給料月額を引上げ改
定 
○初任給を引上げ 

○採用市場での競争力
向上のため、初任給を
大幅引上げ 
○若年層に特に重点を
置きつつ、全ての職員
を対象に全俸給表を引
上げ改定 

○初任給を中心に若年
層に重点を置きつつ、
全ての号給の給料月額
を引上げ改定 

[ボーナス] 
民間との較差 

0.15月 0.1月 0.1月 

[ボーナス] 
配 分 

期末手当0.05月 
勤勉手当0.1月 
年間4.45月 
 ⇒4.60月 

期末手当0.05月 
勤勉手当0.05月 

年間4.50月 
 ⇒4.60月 

期末手当0.05月 
勤勉手当0.05月 

年間4.35月 
 ⇒4.45月 

載
が
な
か
っ
た
た
め
、
独
自
に
算

出
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
）
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
と
の

較
差
は
国
人
勧
よ
り
も
大
き
か
っ

た
も
の
の
、
平
均
改
定
率
で
は
国

人
勧
を
下
回
る
か
た
ち
と
な
り
ま 

し
た
。
公
務
員
共
闘
の
声
明
に
よ

る
と
「
月
例
給
の
引
上
げ
が
２
％

を
超
え
た
の
は
、
１
９
９
２
年
以

来
、
32
年
ぶ
り
」
と
の
こ
と
で
、

「
昨
年
を
上
回
る
水
準
で
中
高
齢

層
を
含
む
全
世
代
で
月
例
給
の
引

上
げ
改
定
を
勧
告
し
た
こ
と
は
、

組
合
員
の
期
待
に
一
定
程
度
応
え

る
内
容
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。 

○
ち
な
み
に
他
県
人
勧
（
ま
だ
出

そ
ろ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
）
で
官
民

較
差
が
３
％
以
上
の
と
こ
ろ
は
、 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
い
よ
い
よ
、
衆
議
院
が
解
散
し
、
本

日
（
15
日
）
公
示
、
27
日
投
開
票
で

衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
解
散
に

対
す
る
各
党
の
反
応
は
、
「
裏
金
隠
し

解
散
」
、
「
と
ん
ず
ら
解
散
」
、
「
ご

都
合
解
散
」
等
々
、
前
号
機
関
紙
で
も

書
き
ま
し
た
が
、
自
民
党
に
よ
る
派
閥

裏
金
事
件
も
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、

「
新
政
権
に
な
っ
た
か
ら
、
国
民
を
だ

ま
せ
る
だ
ろ
う
」
と
踏
ん
で
の
解
散
で

す
。
「
国
民
は
そ
こ
ま
で
馬
鹿
で
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
、
選
挙
結
果
で
示

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
、
ご
家
族
を
含
め
、
決
し
て
棄

権
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
、
切
に
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
坂
内
） 

○
月
例
給
改
定
に
つ
い
て
「
若
年
層
重

点
」
で
あ
る
た
め
、
中
高
齢
層
の
給
与

カ
ー
ブ
が
さ
ら
に
ゆ
る
や
か
（
給
与

カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
）
に
な
り
、
今

後
の
給
与
の
あ
り
方
に
課
題
を
残
す
も 

の
と
な
っ
た
。 

○
一
時
金
に
つ
い
て
、
期
末
手
当
よ
り

勤
勉
手
当
に
厚
く
配
分
さ
れ
た
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
。 

▼
次
に
「
給
与
と
一
時
金
以
外
」
の
主

な
勧
告
内
容
に
つ
い
て
、
公
務
員
共
闘

の
声
明
に
附
加
す
る
形
で
記
載
し
ま 

す
。 

○
寒
冷
地
手
当
の
支
給
地
域
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
本
機
関
紙
４
３
０
号
で
特

集
し
た
と
お
り
、
支
給
地
域
の
見
直
し

に
よ
り
県
内
に
お
い
て
も
支
給
対
象
外

と
な
る
自
治
体
も
あ
る
（
会
津
は
、
全

域
引
き
続
き
支
給
対
象
）
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
対
応
が
必
要
と
な
り 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

ま
す
。 

○
配
偶
者
に
か
か
る
扶
養
手
当
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
２
年
間
で
段
階
的
に
廃

止
し
、
子
に
か
か
る
手
当
が
増
額
さ
れ

ま
す
。
配
偶
者
の
労
働
参
加
を
後
押
し

す
る
こ
と
が
目
的
の
よ
う
で
す
が
、
家

庭
の
事
情
等
に
よ
り
就
労
で
き
な
い
方

も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
廃

止
す
る
こ
と
で
問
題
が
生
じ
て
く
る
の 

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

○
人
事
管
理
の
課
題
に
関
す
る
勧
告
で

は
、
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
「
超
勤
縮

減
の
取
組
み
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な
い

場
合
、
任
命
権
者
に
お
い
て
業
務
量
に

応
じ
た
柔
軟
な
職
員
配
置
や
人
員
確
保

等
の
検
討
が
必
要
」
と
し
「
必
要
な
調

査
・
指
導
等
を
行
い
、
是
正
を
図
っ
て

い
く
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
公
務
員
共

闘
会
議
と
し
て
は
「
具
体
策
に
か
け
不 

十
分
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

▼
公
務
員
共
闘
会
議
の
声
明
で
は
、

「
課
題
も
あ
る
報
告
・
勧
告
で
は
あ
る

が
、
勧
告
の
早
期
完
全
実
施
を
求
め
て

い
く
。
併
せ
て
、
昇
給
・
昇
格
制
度
や

諸
手
当
の
改
善
、
業
務
量
に
見
合
う
人

員
確
保
と
長
時
間
労
働
の
解
消
、
両
立

支
援
策
の
拡
充
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
賃
金
・
処
遇
改
善

な
ど
、
要
求
前
進
に
向
け
、
本
秋
闘
を

全
力
で
取
り
組
む
」
と
締
め
く
く
っ
て 

い
ま
す
。 

▼
最
後
に
、
「
今
回
の
県
人
勧
で
い
っ

た
い
、
い
く
ら
賃
金
が
あ
が
る
の

か
？
」
と
い
う
声
に
応
え
る
た
め
に
、

【
図
表
２
】
を
作
成
し
ま
し
た
。
あ
る

単
組
の
モ
デ
ル
賃
金
（
昇
給
ラ
イ
ン
）

を
基
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
表
中
に
ご

自
分
の
号
給
が
な
い
場
合
に
は
、
一
番

近
い
号
給
を
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

【図表２】実際の月例給増加額 

級 号給 現行月額（円） 月額増加（円） 

1 5 169,900 21,400 

 8 173,300 23,000 

 12 178,400 24,900 

 16 183,900 25,600 

 20 189,400 26,400 

 24 197,800 25,000 

 28 205,600 23,500 

2 1 211,800 22,200 

 9 224,400 21,400 

 13 229,900 21,300 

 17 236,100 19,700 

 21 241,900 18,300 

 27 250,700 16,000 

 31 255,000 15,400 

 35 259,300 14,800 

3 19 269,800 15,200 

 25 279,000 13,500 

 29 285,800 12,200 

 35 295,400 9,900 

 39 301,600 8,800 

 43 308,300 7,800 

 47 314,900 6,800 

 51 320,700 6,000 

 57 329,900 4,300 

 61 334,300 4,200 

 65 337,400 4,100 

 69 339,900 4,100 

4 47 361,200 4,400 

 51 365,900 4,300 

 55 370,100 4,300 

 59 373,300 4,300 

 63 375,500 4,300 

 67 378,100 4,300 

 71 380,300 4,100 

 77 383,800 4,100 

 81 385,900 4,100 

 89 389,400 4,100 

 93 391,100 4,100 

 97 392,500 4,100 

 101 394,100 4,100 


